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評価シートの見方 1 ●●●● 事業事業事業事業のののの位置位置位置位置づけづけづけづけ
●●●● 事業事業事業事業のののの内容内容内容内容

●●●● 投入投入投入投入コスコスコスコストトトト（（（（千円千円千円千円））））

所管部署根拠法令・要綱等期間 平成 ～事業名 整理番号

手段（どのようなやり方で）成果（どのような状態にしたいか）事業の背景・住民の意向

個別計画での位置づけ目的（何のために）対象（誰・何を）
基本計画における位置づけ 基本政策 関連政策政策

H22 H23 H24事業費 0000 0000 0000
見直し改善の経過市民満足度調査結果（H25） 項　　目 満足度 重要度

市債事業費の財源内訳
（人件費は除く）

国補防衛県補小山その他財繰負担一般人件費 職員数（人）総事業費総事業費総事業費総事業費 0000 0000 0000人件費 0000 0000 0000 0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

H22 H23 H24

投入投入投入投入コストコストコストコスト（（（（千円千円千円千円）））） 国補防衛県補市債財繰負担小山その他一般人件費

第三次御殿場市総合計画後期基本計画における事業の位置づけを、政策番号及び政策名で示しています。複数の政策に関連する場合は、関連政策についても同様に示しています。
事業の内容を目的、対象、手段、成果に分けて整理し、事業の内容を具体的に示しています。

事業の背景は、地域の社会情勢や市民の生活条件などの現状把握及びそこから導かれる行政の課題について、または事業開始時の状況把握と当時の行政の課題及び事業開始後現在に至る状況の推移や事業を実施してきた経緯を示しています。住民の意向は、市民の要望や意見をどう把握し、どのように事業に反映させているかを示しています。事業の実施に関するこれまでの見直しや改善などの実績、経過を示しています。平成2５年度に実施した市民満足度調査の調査項目の中で該当する行政分野がある場合に、それを記載しています。事業の実施にかかるコストを記載しています。・事業費の財源内訳国 補：国庫補助金 防 衛：防衛補助金 県 補：県支出金市 債：市債（組合債） 財 繰：財産区繰入金 負 担：負担金小 山：小山町分 その他：寄付金、企業財源など一 般：一般財源・人件費＝事業実施に要する職員数×職員１人当たり年間給与費（普通会計）※ここでいう職員数とは、１年間の１人の職員の労働力を１人工としたときに、当該事業にどのくらいの労働力を投入したかをいいます。※職員１人当たり年間給与費：各年度普通会計当初予算から算出H23…6,039千円、H24…5,864千円、H2５…5,７4３千円・・・・総事業費総事業費総事業費総事業費＝＝＝＝事業費事業費事業費事業費＋＋＋＋ 人件費人件費人件費人件費
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●●●● 事業事業事業事業のののの実績実績実績実績
●●●● 業績測定指標業績測定指標業績測定指標業績測定指標

H23 H24 H25 H23 H24 H25 H23 H24 H25#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
●●●● 事業事業事業事業のののの評価評価評価評価・担当所属による自己評価

・担当部長による評価

目標 実績

年　度 実　　績平成23年度平成24年度平成25年度 各年度の進捗状況 最　終H23 H24 H25
目標（見込） 目標（見込） 目標（見込）実績 実績 実績

実績 実績 目標（見込） 実績 年度指標（単位）

所属長評価 課題等改善内容、今後の方向性等評価コメント

業績測定指標の評価 指標 コメント（目標に対する進捗状況など）0 

1 

1 

H23 H24 H25

目標（見込） 実績
最終 0 

1 

1 

H23 H24 H25

目標（見込） 実績
最終 0 

1 

1 

H23 H24 H25

目標（見込） 実績
最終

予算や人員を投入した結果、それぞれの年度に、どのような内容で、どれくらい実施したのか、その実績を記載しています。
業績測定指標（事業の目標の達成状況を測るための、具体的客観的尺度）を示しています。各指標の最終目標と年度ごとの目標（見込）と実績を示しています。また、各指標の目標と実績をグラフで表しています。

各業績測定指標の進捗状況等について、担当部署の評価コメント等を示しています。
所属長が、業績測定指標の実績等から事業を総合的に評価し、事業の課題や改善内容、今後の方向性等について記載しています。担当部長が、評価シートの記入内容や所属長による評価結果等から事業を総合的に判断し、政策的な見地からの事業の展望や今後の方向性、改善策等について示しています。
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